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事務局(美濃)

春風の候 皆様におかれま し ては益々ご清栄のこ と と お慶
び申し 上げま す。
吹き 抜けていく 風も すこ し づつ暖かく なり 、 畑仕事をする に
も ちょ う ど よ い気候になってき ま し た。
そんな中、 昨年ご寄附いただいた、 日の出2丁目の空地につい
て、 町内の方から 、 畑をし たいので土地を貸し て欲し いと の
お申し 出があり ま し た。
いよ いよ 地域菜園（ 共同菜園） の開始です。

空き 家寄附募集中

都市環境協会では空家の寄附を受け、 解体する モデル事業やみなし 課
税のかから ない相手への寄附の斡旋を実施し ており ま す。
解体後の跡地は地域での活用や、 次の解体事業のへの原資と さ せてい
ただき ま す。 詳し く は、 下記 事務局ま でお問合せ下さ い。

モデル事業の目的
近年、 空家は増大し ていま す。 経年劣化によ り 、 都市環境に重大な影響をおこ し ていき ま す。
所有者の中には「 社会に貢献する のであれば早めに寄附をし たい。 」 と お考えの方も いら っし ゃ
いま す。 当協会がその橋渡し 役と し て解体を実施し 、 跡地を地域の方々に活用し ていただく 事が
でき れば、 新潟は素晴ら し い都市に変わっていく と 思いま す。 理事長 鈴木英介

お知り 合いでご検討中の方を
是非ご紹介し て下さ い。

お困り ではあ り ま せんか？ 建物解体費、 固定資産税など 今後の維持費はこ ちら で
お引き 受けいたし ま す。
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〇4月 総会・ 理事会
〇4月 空家研究事業
〇4月 空地研究事業
〇5月 平成28年度事業報告書提出（ 市役所）

今年度の予定

〇日の出2丁目の建物（ 空家対策研究施設） は、 今後少子化対策や社会福祉に資する 団体での活用を
検討し ていま す。 ま た、 見学の要望も 出てき ていま す。

〇日の出2丁目の土地（ 空き 家対策研究用地） については『 通常時は地域緑地（ 地域菜園） と し て使
用し 、 災害時は防災空間と し て地域の方々に提供する 』 協定が締結さ れま し た。
現在、 地域菜園の利用者の募集を行っていま す。

〇昨年度、 日の出2丁目の物件の他に、 2物件寄附の依頼があり ま し たが、 諸事情によ り 、 受理に至
り ま せんでし た。 引き 続き 、 新規物件の寄附を募集し ていき ま す。

空き 家対策事業の動き

こ んな相談があ り ま し た・ ・ ・

倒壊事故建物の解体について土地・ 建物の寄附の申
し 出があり 、 協会と し て受理し ま し た。 ですが、 そ
の後再度の相談があり 、 結果、 所有者が自主解体を
行い、 倒壊事故建物の除却が行われま し た。
今後の活用が期待さ れま す。
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神戸市では、 防災性や住環境に様々な課題を 抱える 密集市街地において、 安全・ 安心・ 快適なま ちづく り
を 推進する ため、 火事や地震など の災害時に地域の防災活動の場と なる 『 ま ちなか防災空地』 の整備を 進め
ていま す。

密集市街地において、 火災や地震など の延焼を
防止する ス ペース を 確保する こ と を 目的に、 災害
時は一時避難場所や消防活動用地、 緊急車両の回
転地など の防災活動の場と し て利用する 空地のこ
と です。

『 ま ちなか防災空地整備事業』 の紹介

ま ちなか防災空地と は

事業の流れ

①ま ちなか防災空地整備事業を 実施する こ と について、 『 土地所有者』 ・ 『 ま ちづく り 協議会等』 ・ 『 神戸市』
の三者で協定を 締結し ま す。

②神戸市が土地を 無償で借り 受けま す。 （ 土地使用貸借契約締結） ⇒固定資産税等が非課税と なり ま す。
③ま ちづく り 協議会等にその土地を 「 ま ちなか防災空地」 と し て整備（ 神戸市の補助あり ） 及び維持管理し て

いただき ま す。 （ 管理協定締結）
※老朽建物を 解体し た跡地を 提供する 場合には建物解体費に対する 補助あり

ま ちなか防災空地整備事業と は

日の出２ 丁目空家研究施設が稼働し ま し た

都市環境協会の空地研究基本プラ ン

ご 寄附を 頂いた70坪の建物と 、
100坪の空地
都市環境における 空家対策の事例
と し て、 活用方法について研究開
始し ま し た。
今回は、 空地の活用について報告
し ま す。
現在、 空家率は13.5％。 予想では、
今後15年で空家率は30％ま で増
加する と 予想さ れていま す。 空家
を 解体し た後再び建物を 建てては、
空家率の増加は止ま り ま せん。
都市環境協会では、 空地の活用を
研究を 通じ て、 空地の状態を 維持
する 事で都市環境の改善を 目指し
ており ま す。

空地の維持に関する 先進事例
『 ま ちなか防災空地整備事業』 に学ぶ。
神戸市では、 既に空家解体後の空地を 防災
空地と 定めて、 空地の活用を 始めていま す。

日の出2丁目の様子

空地はすぐ に雑草畑

御寄附頂いた後、 半年
でこ れだけの雑草が生
えま し た。 早速、 利用者が決ま り 耕し てみる と 、 石がごろごろ。

先ずは開拓から 始める 事になり ま し た。

今年は、 菜園と し て貸し 出す事で、 空地の管理
を進めたいと 考えており ま す。

都市環境協会も こ の事例を参考に
日の出町２ 丁目と 防災空地協定を交わし ま す。

出てき た石を
道路の敷石に
変えて、 都市
環境の改善を
進めま す。


